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１．まちづくり委員会って何？１．まちづくり委員会って何？１．まちづくり委員会って何？１．まちづくり委員会って何？

（１）発足に至る背景（１）発足に至る背景（１）発足に至る背景（１）発足に至る背景

①２０００年に地方分権一括法が制定①２０００年に地方分権一括法が制定①２０００年に地方分権一括法が制定①２０００年に地方分権一括法が制定

→→→→国から地方（市町村）への権限委譲国から地方（市町村）への権限委譲国から地方（市町村）への権限委譲国から地方（市町村）への権限委譲

→→→→地方行政の効率性を求めるための手法の導入地方行政の効率性を求めるための手法の導入地方行政の効率性を求めるための手法の導入地方行政の効率性を求めるための手法の導入

②三位一体の改革②三位一体の改革②三位一体の改革②三位一体の改革

国国国国

町町町町

①合併をせず自立の道を選択（①合併をせず自立の道を選択（①合併をせず自立の道を選択（①合併をせず自立の道を選択（2003200320032003年１１月）年１１月）年１１月）年１１月）

②第四次総合計画前期基本計画最終年②第四次総合計画前期基本計画最終年②第四次総合計画前期基本計画最終年②第四次総合計画前期基本計画最終年

○自立を選択した辰○自立を選択した辰○自立を選択した辰○自立を選択した辰

野町。今後のまちづ野町。今後のまちづ野町。今後のまちづ野町。今後のまちづ

くりをどのようにすすくりをどのようにすすくりをどのようにすすくりをどのようにすす

めていくか？めていくか？めていくか？めていくか？

○これからのまちづく○これからのまちづく○これからのまちづく○これからのまちづく

りは住民と行政の協働りは住民と行政の協働りは住民と行政の協働りは住民と行政の協働

によるまちづくりが必によるまちづくりが必によるまちづくりが必によるまちづくりが必

要！要！要！要！
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○平成１８年発足。２年任期で現在４期目。○平成１８年発足。２年任期で現在４期目。○平成１８年発足。２年任期で現在４期目。○平成１８年発足。２年任期で現在４期目。

○委員会の目的○委員会の目的○委員会の目的○委員会の目的

①協働のまちづくりに関する研究。①協働のまちづくりに関する研究。①協働のまちづくりに関する研究。①協働のまちづくりに関する研究。

②町の施策等まちづくりに関する意見・提言を行う。②町の施策等まちづくりに関する意見・提言を行う。②町の施策等まちづくりに関する意見・提言を行う。②町の施策等まちづくりに関する意見・提言を行う。

（２）活動内容（２）活動内容（２）活動内容（２）活動内容
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4

氏 名 備 考

（公募委員）

赤羽 昭比古 公募委員

（町長推薦委員）

赤羽 則子 辰野町農業委員会委員

堀内 武男 辰野町議会議員

小澤 晴枝 辰野町女性団体連絡協議会会長

斉木 秀俊 （社）辰野青年会議所

小野 清一郎 辰野町区長会長

千田 富子 ＮＰＯ法人あかり事務局長

有賀 喜文 辰野町商工会副会長

瀬戸 正幸 辰野町民生児童委員協議会副会長

塚間 大治 辰野町教育委員会委員

古村 幹夫 辰野町消防団団長

（事務局）

まちづくり政策課 まちづくり係

まちづくり委員会名簿まちづくり委員会名簿まちづくり委員会名簿まちづくり委員会名簿



任任任任 期期期期

第１期第１期第１期第１期

（（（（H17.9～～～～H19.8））））

第２期第２期第２期第２期

（（（（H20.2～～～～H22.3））））

第３期第３期第３期第３期

（（（（H22.7～～～～H24.3））））

第４期第４期第４期第４期

（（（（H24.7～～～～H26.3））））

総合総合総合総合

計画計画計画計画

背背背背 景景景景

・・・・

目目目目 標標標標

合併をせず自立の道を

選択、第四次総合計画

前期基本計画最終年

⇒ まちづくり委員会発まちづくり委員会発まちづくり委員会発まちづくり委員会発

足足足足

第１期からの提言

①町民にわかりやす

い「協働のまちづくり「協働のまちづくり「協働のまちづくり「協働のまちづくり

手引書」を作成手引書」を作成手引書」を作成手引書」を作成

②協働のまちづくりに

関する「事業評価を行

う委員会」を設置

第２期からの提言

①協働のまちづくり推

進のための組織（実行

機関）の検討

②シンポジウムの継

続実施

③協働のまちづくりに

対する情報の充実

第３期からの提言

①「第五次総合計画」の

施策の進捗状況を把握進捗状況を把握進捗状況を把握進捗状況を把握し、

町民の意見が施策に反映

できる仕組みの検討

②２期からの提言である

協働のまちづくりを進める

ための組織（実行機関）の

検討

取組み取組み取組み取組み

（成果）（成果）（成果）（成果）

・町から諮問の第四次

総合計画後期基本計

画を検討⇒答申

・「協働のまちづくり指・「協働のまちづくり指・「協働のまちづくり指・「協働のまちづくり指

針」を策定針」を策定針」を策定針」を策定

・協働のまちづくりガイ

ドパンフレット「協働っ「協働っ「協働っ「協働っ

てなぁに」を作成てなぁに」を作成てなぁに」を作成てなぁに」を作成⇒全

戸配布

・協働のまちづくりを、

より身近に感じるため

のシンポジウムを開催シンポジウムを開催シンポジウムを開催シンポジウムを開催

・第五次総合計画前

期基本計画内の協働

のまちづくり項目につ

いて検討

・「ほたるの里の地域・「ほたるの里の地域・「ほたるの里の地域・「ほたるの里の地域

づくり耳より情報」の作づくり耳より情報」の作づくり耳より情報」の作づくり耳より情報」の作

成成成成

・「第五次総合計画」の施

策の「協働のまちづくり」「協働のまちづくり」「協働のまちづくり」「協働のまちづくり」

項目の進捗状況を把握項目の進捗状況を把握項目の進捗状況を把握項目の進捗状況を把握

⇒⇒⇒⇒ 町担当職員との意見町担当職員との意見町担当職員との意見町担当職員との意見

交換会の実施。交換会の実施。交換会の実施。交換会の実施。

・成果事例発表会の開催・成果事例発表会の開催・成果事例発表会の開催・成果事例発表会の開催

第四次総合計画後期基本計画第四次総合計画後期基本計画第四次総合計画後期基本計画第四次総合計画後期基本計画

（（（（H18.4H18.4H18.4H18.4～～～～H23.3H23.3H23.3H23.3））））

第五次総合計画前期基本計画第五次総合計画前期基本計画第五次総合計画前期基本計画第五次総合計画前期基本計画

（（（（H23.4.H23.4.H23.4.H23.4.～～～～H28.3H28.3H28.3H28.3））））

導入期 現在 定着期へ

２．いままでの活動経過２．いままでの活動経過２．いままでの活動経過２．いままでの活動経過

協働の

まちづくり
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○活動の成果○活動の成果○活動の成果○活動の成果

【【【【第１期第１期第１期第１期】】】】

協働のまちづくり指針協働のまちづくり指針協働のまちづくり指針協働のまちづくり指針

【【【【第２期第２期第２期第２期】】】】

協働のまちづくり手引書協働のまちづくり手引書協働のまちづくり手引書協働のまちづくり手引書

【【【【第３期第３期第３期第３期】】】】

ほたるの里ほたるの里ほたるの里ほたるの里

地域づくり耳より情報地域づくり耳より情報地域づくり耳より情報地域づくり耳より情報
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第３期委員会からの申送りを加味して第３期委員会からの申送りを加味して第３期委員会からの申送りを加味して第３期委員会からの申送りを加味して

①．第五次総合計画に盛込まれた①．第五次総合計画に盛込まれた①．第五次総合計画に盛込まれた①．第五次総合計画に盛込まれた協働協働協働協働に係るに係るに係るに係る各施策の進各施策の進各施策の進各施策の進

捗状況の把握捗状況の把握捗状況の把握捗状況の把握と町民の意見が施策に反映出来る仕組みと町民の意見が施策に反映出来る仕組みと町民の意見が施策に反映出来る仕組みと町民の意見が施策に反映出来る仕組み

の検討の検討の検討の検討[[[[ＰＤＣＡのＣ（チェック）の時期と認識してＰＤＣＡのＣ（チェック）の時期と認識してＰＤＣＡのＣ（チェック）の時期と認識してＰＤＣＡのＣ（チェック）の時期と認識して]]]]

②．協働のまちづくりを推進するための実行機関の検討②．協働のまちづくりを推進するための実行機関の検討②．協働のまちづくりを推進するための実行機関の検討②．協働のまちづくりを推進するための実行機関の検討

＊＊＊＊町民に活動が見える委員会に町民に活動が見える委員会に町民に活動が見える委員会に町民に活動が見える委員会に

３３３３．今期の活動内容．今期の活動内容．今期の活動内容．今期の活動内容（（（（平成平成平成平成24242424年年年年7777月～月～月～月～26262626年年年年3333月月月月））））
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４．まちづくり委員会の運営方法

�従来の委員会は行政サイドが全て事務局運営し、提案さ

れた事を討論・研究する仕組み。

�今期は従来の事務局＋委員４名の参加による運営委員

会を設置。そこで双方協働の運営論議を経て、全てを動

かす仕組みとした。

ワークショップ形式で会議ワークショップ形式で会議ワークショップ形式で会議ワークショップ形式で会議 職員との意見交換会職員との意見交換会職員との意見交換会職員との意見交換会

8
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５．町の総合計画と協働の位置づけ５．町の総合計画と協働の位置づけ５．町の総合計画と協働の位置づけ５．町の総合計画と協働の位置づけ

７つの大綱（柱）７つの大綱（柱）７つの大綱（柱）７つの大綱（柱）

施策施策施策施策

具体的な施策具体的な施策具体的な施策具体的な施策

具体的な取組み具体的な取組み具体的な取組み具体的な取組み

町の将来像・町の将来像・町の将来像・町の将来像・

将来ビジョン将来ビジョン将来ビジョン将来ビジョン

町
民

町
民

町
民

町
民

行
政

行
政

行
政

行
政

協働協働協働協働
町民と行政が手を取り合ってま町民と行政が手を取り合ってま町民と行政が手を取り合ってま町民と行政が手を取り合ってま

ちづくりをすすめようちづくりをすすめようちづくりをすすめようちづくりをすすめよう！

『『『『ひともひともひともひとも まちもまちもまちもまちも 自然も輝く自然も輝く自然も輝く自然も輝く

光と緑とほたるの町光と緑とほたるの町光と緑とほたるの町光と緑とほたるの町 たつのたつのたつのたつの』』』』

『『『『一大居住拠点都市構想一大居住拠点都市構想一大居住拠点都市構想一大居住拠点都市構想』』』』
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協働活動の進め方（イメージ図）

６．協働のまちづくりとは？６．協働のまちづくりとは？６．協働のまちづくりとは？６．協働のまちづくりとは？

～協働の領域～～協働の領域～～協働の領域～～協働の領域～
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・・・・㈲共和堂㈲共和堂㈲共和堂㈲共和堂

・上辰野地区・上辰野地区・上辰野地区・上辰野地区

社会福祉協議社会福祉協議社会福祉協議社会福祉協議

現在のまちづくり現在のまちづくり現在のまちづくり現在のまちづくり

町民町民町民町民 地域地域地域地域
企業企業企業企業

行政行政行政行政

従来のまちづくり従来のまちづくり従来のまちづくり従来のまちづくり

計画／実施計画／実施計画／実施計画／実施

要望要望要望要望

～考え方の変化～～考え方の変化～～考え方の変化～～考え方の変化～

11

・小野宿市実行委員会・小野宿市実行委員会・小野宿市実行委員会・小野宿市実行委員会



７．活動の結果

�五次総協働項目の進捗状況の把握

１７８項目の進捗具合 問題点摘出

�協働項目の関わり方の整理

関与度のＡ・・Ｅの評価と整理

�事例発表会の実施

協働活動宣伝と委員会の見える化

�提言に向けての調査研究

県のＮＰＯ課への調査・提言との整合性

�実行機関とする為の検討は未着手
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○住民分野と行政分野の概念図

(協働のスケール）

住民が主となり

行政が支援する形

で協働する領域

行政と住民が

対等の責任で

協働する領域

行政が主となり

住民が支援する形で

協働する領域

Ａ Ｂ C Ｄ Ｅ

住民住民住民住民がががが主体主体主体主体

行政行政行政行政がががが主体主体主体主体

行政行政行政行政がががが支援支援支援支援

対等対等対等対等 住民住民住民住民がががが支援支援支援支援

協 働

自助･自助･自助･自助･互助互助互助互助
公 助

・㈲共和堂・㈲共和堂・㈲共和堂・㈲共和堂

・小野宿市・小野宿市・小野宿市・小野宿市

実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会

・上辰野地区社会・上辰野地区社会・上辰野地区社会・上辰野地区社会

福祉協議会福祉協議会福祉協議会福祉協議会

１３１３１３１３



○成果事例発表会の様子○成果事例発表会の様子○成果事例発表会の様子○成果事例発表会の様子

①自主防災組織全区組織化の達成について①自主防災組織全区組織化の達成について①自主防災組織全区組織化の達成について①自主防災組織全区組織化の達成について

発表者：赤羽区防災隊／総務課危機管理係発表者：赤羽区防災隊／総務課危機管理係発表者：赤羽区防災隊／総務課危機管理係発表者：赤羽区防災隊／総務課危機管理係

③③ ③③
学
校
支
援

学
校
支
援

学
校
支
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学
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支
援
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ラ
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の
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ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
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テ
ィ
ア
の

ボ
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ィ
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組
取
組
取
組

取
組
み
に
つ
い
て

み
に
つ
い
て

み
に
つ
い
て

み
に
つ
い
て

発
表
者

発
表
者

発
表
者

発
表
者
：： ：：
川
島
小
学
校
学
校
支
援

川
島
小
学
校
学
校
支
援

川
島
小
学
校
学
校
支
援

川
島
小
学
校
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／／ ／／
教
育
委
員
会
学
務
係

教
育
委
員
会
学
務
係

教
育
委
員
会
学
務
係

教
育
委
員
会
学
務
係
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辰野町社会福祉協議会辰野町社会福祉協議会辰野町社会福祉協議会辰野町社会福祉協議会
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１．協働と言うパラダイムシフト（価値観等の大きな変化）の

理解不足が行政、住民双方にある。

２．行政ＴＯＰの指導力も不足している。

３．五次総の協働項目について、行政サイドの理解も

希薄である。又協働に馴染まない項目もある。

４．協働を支援する機能が欠如している。

５．広報宣伝活動が不足している。

８．現状把握と発表会からの課題抽出
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９．提言

提言１：コーディネート窓口の設置

提言２：広報宣伝活動の充実

協働のまちづくり指針に基づき、協働を推進するため、ワン協働のまちづくり指針に基づき、協働を推進するため、ワン協働のまちづくり指針に基づき、協働を推進するため、ワン協働のまちづくり指針に基づき、協働を推進するため、ワン

ストップのストップのストップのストップの『『『『窓口窓口窓口窓口』』』』の設置が必要。の設置が必要。の設置が必要。の設置が必要。

今年度県が設置した今年度県が設置した今年度県が設置した今年度県が設置した『『『『協働コーディネートデスク協働コーディネートデスク協働コーディネートデスク協働コーディネートデスク』』』』と同様なと同様なと同様なと同様な

機能をイメージ。機能をイメージ。機能をイメージ。機能をイメージ。

協働の考え方を広く浸透させるために、成果発表会や事例協働の考え方を広く浸透させるために、成果発表会や事例協働の考え方を広く浸透させるために、成果発表会や事例協働の考え方を広く浸透させるために、成果発表会や事例

発表会を定期的に開催すべき。発表会を定期的に開催すべき。発表会を定期的に開催すべき。発表会を定期的に開催すべき。

こうした機会から協働の課題を見極めて次の手を打つ管理こうした機会から協働の課題を見極めて次の手を打つ管理こうした機会から協働の課題を見極めて次の手を打つ管理こうした機会から協働の課題を見極めて次の手を打つ管理

サイクルを回すべき。サイクルを回すべき。サイクルを回すべき。サイクルを回すべき。
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提言３：住民が深く関与した協働項目策定

提言４：行政は強力なトップダウンで牽引を

五次総の協働項目は、行政目線で書かれており、住民目五次総の協働項目は、行政目線で書かれており、住民目五次総の協働項目は、行政目線で書かれており、住民目五次総の協働項目は、行政目線で書かれており、住民目

線でみると内容がそぐわないものが多くある。線でみると内容がそぐわないものが多くある。線でみると内容がそぐわないものが多くある。線でみると内容がそぐわないものが多くある。

以降の計画では、住民参加度を増やし、この点の役割の整以降の計画では、住民参加度を増やし、この点の役割の整以降の計画では、住民参加度を増やし、この点の役割の整以降の計画では、住民参加度を増やし、この点の役割の整

理と明確化が必須です。理と明確化が必須です。理と明確化が必須です。理と明確化が必須です。

行政サイドに於いては、強力なＴＯＰダウンで、課・係単位行政サイドに於いては、強力なＴＯＰダウンで、課・係単位行政サイドに於いては、強力なＴＯＰダウンで、課・係単位行政サイドに於いては、強力なＴＯＰダウンで、課・係単位

まで協働の思想浸透が図られる事が必須です。まで協働の思想浸透が図られる事が必須です。まで協働の思想浸透が図られる事が必須です。まで協働の思想浸透が図られる事が必須です。

その為に課毎にその為に課毎にその為に課毎にその為に課毎に『『『『協働推進員協働推進員協働推進員協働推進員』』』』を設ける仕組み、教育体制を設ける仕組み、教育体制を設ける仕組み、教育体制を設ける仕組み、教育体制

を望みます。を望みます。を望みます。を望みます。
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提言５：地域幹部の協働の理解深化

提言６：進化するまちづくり委員会へ

本委員会は単に研究や提言に留まらず、行政側の委員を本委員会は単に研究や提言に留まらず、行政側の委員を本委員会は単に研究や提言に留まらず、行政側の委員を本委員会は単に研究や提言に留まらず、行政側の委員を

加えた、実行機関としての機能を持たせた委員会へ移行加えた、実行機関としての機能を持たせた委員会へ移行加えた、実行機関としての機能を持たせた委員会へ移行加えた、実行機関としての機能を持たせた委員会へ移行

検討に入るべきです。検討に入るべきです。検討に入るべきです。検討に入るべきです。

一例として、協働のまちづくり支援金をより身近な制度にす一例として、協働のまちづくり支援金をより身近な制度にす一例として、協働のまちづくり支援金をより身近な制度にす一例として、協働のまちづくり支援金をより身近な制度にす

るため、上記委員会も交えて制度の見直しを検討しては如るため、上記委員会も交えて制度の見直しを検討しては如るため、上記委員会も交えて制度の見直しを検討しては如るため、上記委員会も交えて制度の見直しを検討しては如

何でしょうか。また、何でしょうか。また、何でしょうか。また、何でしょうか。また、活動活動活動活動成果を発表する成果を発表する成果を発表する成果を発表する「場」「場」「場」「場」も必要です。も必要です。も必要です。も必要です。

住民サイドの協働への関住民サイドの協働への関住民サイドの協働への関住民サイドの協働への関心心心心をををを高高高高める為、める為、める為、める為、区長区長区長区長会や会や会や会や分館長分館長分館長分館長

会会会会等等等等で、考え方をで、考え方をで、考え方をで、考え方を丁寧丁寧丁寧丁寧にににに説説説説明すべきです。明すべきです。明すべきです。明すべきです。

特特特特に、に、に、に、区長区長区長区長会を会を会を会を中心中心中心中心にににに地域地域地域地域の実の実の実の実情情情情に合わせた課題とそのに合わせた課題とそのに合わせた課題とそのに合わせた課題とその

協働の協働の協働の協働の有有有有り方にり方にり方にり方に付付付付いて一定の方いて一定の方いて一定の方いて一定の方向付向付向付向付けをすべきです。けをすべきです。けをすべきです。けをすべきです。


